
YS(1

-15■ 8m

①:黒色粘質シルト土(黄色軽石を含む)

YSC8

①:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)
②:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を①より多く含む)

- 153m
①:黄橙色の軽石と黒色シルト土の混合層
②:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)
③:黒色微粘土質シルト土(黄色軽石を含む)

1515m__

①:黒色粘質シルト土(黄色軽石少量含む)
②:黒色弱粘土質シルト土(黄色軽石を含む)
③:黒色弱粘土質シルト土(黄色軽石を②より多く含む)

区1101 豊l菊亀YSC1 030 70 8実漫J図

0                 1m
i     :     l
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YSC¶◎

①:黒色弱粘質シルト土

②:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

―-152.5m

一… 1524m

YSC14
④ノノ́~三〕

8層

①:黒色弱粘質シルト土

―-1522m

②:黒色シルト土(黄色軽石を含む)

③:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

YSC13

④:黒色シルト土(黄色軽石を②より多く含む)

⑤:黒褐色微粘質シルト土

YSC弩 5

-1522m

①:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)
②:黒褐色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

①:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)

YSC弩フ

153m  
① :黒色微粘質シルト土 (黄色軽石を含む)

YSC翻鶴

―… 152.5m

lrn―鰤

①:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

①:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

土芳電YSC9・ 10013・ 140礁 5016・ 17実濃J図
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量鏡麟鰤鰤聰 0量鑽鼈

YS曜07麟董董器 (M霧 04)

鶴蝶Qは二重回縁壺の口縁部である。端部が欠失している。0蝶3は甕の底部である。脚裾は開き、上

げ底状をなす。

YSC嗜 3麟鰤邊炸 (M理 04)

6繰4は甕の口縁～胴部である。復元口径は約 20cllnでやや小型である。聞縁部は外反して伸び、口

唇は平坦につくる。胴部は緩やかに膨らむ。胴部外面には左上がりのタタキが施される。内面はナデ

である。鶴45は ミニチュア土器である。完形で外形は無頸壺のような形である。

YS(22饉董由炸 傷量鑽m(M19曇 )
045は甕の口縁～胴部である。口縁部はゆるく外反し、口唇は丸く仕上げられる。胴部は膨らむも

のと思われる。外面にはハケメが残る。6礫706蝶8は円盤状 ?の上製品の半分が折損したものと思われ、

640も 同じ製品の破片である。胎土には砂粒などの鉱物があまり含まれていないようである。

YSC23臨菫豊聰 (M霧 0囃)

65③ は壺の回縁部である。復元口径は約 18cm。 口縁部は単純に外反し、先端は先細りとなる。

65¶ は鉢の口縁部である。復元口径は約 22cmを測る。外面には部分的に横位ミガキが残り、内面に

はハケメが残る。65駿 は鉢の底部である。底径は約 5cm。 脚台状になっており、指頭オサエにより

整形されている。

Yscu聾 麟趙童繹 (M¶ 04)

55Sは鉢で聞縁から底部まで揃う。復元口径は約 9cm、 底径は約 4cm、 器高は約 8cmを測る。底

部はメンコ状の粘土板を貼付して整形している。

YSC駿5慇趙菫炸 (M弩⑥蝶)

654は壼の回縁部である。外面にハケメが残る。666は壷の底部で底面付近に 2本の線刻が描かれ

ている。                                 (文 黄 :加覧淳一)

堂坑畿堂餘器

YSC07 (図 ¶③3)

石器は磨製石鏃片 1点と剥片 1点が上層で出土している。658は先端部の欠損した磨製石鏃片で、

表裏面ともに研磨により調整加工しており、基部に挟りを有する。残存長 2.Ocm、 幅 2.4clln、 厚さ

0.2cm、 重さ 0.8g、 凝灰質買岩。550は石材・形状等から磨製石鏃へ調整加工する際に先端部を破損

した未成品と思われる。残存長 1.4cm、 幅 2.3cm、 厚さ 0.3cm、 重さ 0.7g、 凝灰質頁岩。

(文責 :寺師雄二)

6。 包禽層臨上の強壁時代～書墳時代初頭の上器

(1)弥生時代前期の土器 (図 106)
鶴O③ は壼の頸～胴部である。胴部は大きく膨らむものと考えられる。頸部に 3本の沈線がめぐり、

それよりも下位に貝殻復縁による重弧文が背文される。器面調整は外面に横位ミガキが施される。

C⑮嗜～⑮鶴りは甕である。C6理 は国縁部で聞唇に刻目突帯が付される。器面調整は内 。外面ともにミ

ガキである。00な は胴部で 1条の刻目突帯が巡る。内 0外面ともに横位ミガキである。65Ⅷ、C鶴なと

もに同一の原体により刻目が付けられており、同一個体と考えられる。

瘍鶴300鶴4は甕の口縁部で回唇部に刻目突帯が巡る。いずれもヘラ状工具によって刻みが付けられ

る。655は甕の口縁～胴部である。外面にはススの付着が著しい。口唇には亥J目突帯が付けられ、そ

の下には「C」 字形の突帯が付される。それよりも下には突帯が巡る。器面調整は内 0外面ともに横

位ミガキである。胎土中にはカクセン石が含まれる。0●0も口唇に刻目突帯が付されるが、棒状工具

による刺突によって付される。05Sは胴部に逆「C」 字形の突帯がつく。

-159-
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YSC16                 Ysc19

一
虚 鈍

-152.5m
①:黒色弱粘質シルト土(黄色軽石を含む)=5層
②:黒色微粘質(黄色軽石を含む)

YSC⊇5

―-1525m

Цて
~更
耳ン
だ
_1525m

①:黒色微粘質シルト土(黄色軽石と炭化物を含む)
①:黒色シルト土(黄色軽石を含む。パサパサしている)

YSC駿③

①:黒色弱粘質シルト土

②:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

①:黒色粘質シルト土(黄色軽石を含む)

―̈
①:黒色粘質シルト土(黄色軽石を含む)

①:黒色弱粘質シルト土(柔い)
②:黒褐色微粘質シルト土(黄色軽石を含む・サラサラしている)
③:黒褐色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

① :黒色微粘質シルト土

(黄色軽石を含む)

―-151.7m

①:黒色微粘質シルト土(黄色軽石を含む)

′
〃

年

十

１

１

YSC駿3

癸
舅

¬輸 …

|

YSDS

ヽ

|

図 103  血坑 YSC18 0 19 0 20 0'1 022003鬱 24025
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YSCア

プ

Ysc⊇⊇   642

巫
予
鯰

YSC弩 3

643

647～ 6490ま土製品

655

図104 量坑出圭土器 。上製品

踪

YSC19

Q
YSC盆4

※658・ 659は YSC7の上層出土

(2)弥生時代中期の上器 (図 107～ 110)
5%鶴鶴71は壷である。|ア0は壷の口縁～胴部である。日縁部は単純に開く。復元口径は約22cmである。
口唇はヨコナデによりわずかにくばませている。器面は荒れており、細かい調整は不明である。0フ理は

口縁部の内面が張り出し、稜を作る。復元回径は約 16cmであり、小型のものと考えられる。57な のIIl

縁部は貼付で下垂する。鶴73は口縁の直下にタガ状の突帯が貼付される。頸部は伸びるものと思われる。

|ア礫は麒73と 同じく口縁下にタガ状の突帯が貼付され、下垂している。いわゆる「二叉状口縁」の壺である。

躊y100フリは広口壷である。国縁部はラッパ状に大きく開く。瘍フけは復元口径が約 30cmを測る。

丹塗で外面は放射状にミガキが施され、暗文状となる。瘍フアは胴部で 3条の突帯が付される。外面

646

649

YSC駿 3

YSC駿5

YSCプ

ー懃
~     658

一

彬

一

鰺

~    659

図105 土坑議量石器

写
邁
鵞 贔
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表23 土坑・溝状遺構出土豊器 0上製品観察表

番号 出土区籠 艶
1色調 器醐 確

胎士含有鉱物等 備考
外面 内面 外面 内面

YS⊂ 7・ 上l′書 十里 にぶい橙 里
（

ナデ ナデ 灰色 。赤褐色

YS⊂ 7・ ■′響 甕 にぶい橙 にぶい橙 ナデ ナデ 白色 。赤褐色

644 YS⊂ 13 甕 にぶい橙 にぶい橙 タタキ ナデ 灰色 。赤褐色

YS⊂ 13 ミニチュア にぶい褐 にぶい褐 ナデ ナデ 白色

YSC22・ _上層 甕 浅黄橙 浅黄橙 ハ ケ ハ ケ 灰色 。赤褐色

YS⊂ 22 土製品 橙色 橙色 ユビオサニ ユビオサエ 砂粒目立たない

YS⊂ 22 土製品 橙色 橙色 ユビォサェ ユビォサエ 砂粒目立たない

YSC22 土製品 橙色 橙色 ユビオサエ ユビオサエ 砂粒目立たない

YSC23 彙霊 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ナ デ 灰色 。赤褐色

YS⊂23・ ■lj醤 鉢 浅黄橙 にぶい黄橙 ミガキ ハ ケ 灰色 。赤褐色

652 YS⊂23・ 上層 鉢 浅黄橙 浅黄橙 ナデ。オサエ 灰色・赤褐色

653 YS⊂240_上層 鉢 浅黄橙 浅黄橙 ナ デ ナ デ 白色・灰色 。赤褐色

654 YS⊂25 ｝亜 橙 橙 ハ ケ ナデ 白色 。赤褐色・灰色

655 YSC25 甕 橙 (スス付着) 明黄褐 ハケ→ナデ ナデ 白色 。赤褐色 。灰色

656 YS⊂ 25 一里 橙 浅黄橙 ハ ケ ナデ 白色・赤褐色・灰色 線刻

657 YSC25 鉢 ? にぶい黄橙 工具ナデ 灰色・赤褐色

全体に横～斜位の細かいミガキが施される。678は底部で小型のものと考えられる。67'は口縁部で

断面形が鋤先状を最すものである。口縁上面には 5本単位の細沈線が「V」 字状に施文される。

680は高不の脚部である。外部、脚部ともに欠失している。外面には1条のタガ状突帯が巡らされている。

681は瀬戸内系のいわゆる「矢羽根透かし高杯」の脚部である。透かしは2ケ所確認でき、鋭利な工具によっ

て付けられている。透かし孔の下には浅めの凹線文が施されており、3本確認できる。脚底面もわずかで

あるが凹線状にくばませている。内面はケズリで、接地面付近では稜を形成する。色調はにぶい黄橙色

を呈し、胎土中には白色の粒が混入する。瀬戸内地方のⅣ様式に位置づけられる資料である。

682以降は甕である。鶴80録 708は 口縁部を貼付するものである。68麟 は口縁～胴部で復元園径は約

24cmを測る。口縁部は逆「L」 字状に貼付され、日唇はヨコナデによりくばませる。胴部外面には櫛描

波状文が施文される。68と 086、 恣88、 各96はいずれも口縁部を逆「 L」 字状に貼付し、胴部には 1条 (十

α)の突帯が付される。C86は復元口径が約 27cmを測る。外面にはススが付着する。687は EIl縁部を逆
「 L」 字状に貼付しく口唇は丸く仕上げている。口縁内面がやや張り出す。復元口径は約 30cln。 外面に

はススが付着する。580も 口縁部を逆「 L」 字状に貼付する。復元口径は約 33crnあ る。器面調整は内 0

外面ともにハケである。590は口縁部を逆「L」 字状に貼付し、胴部には 1条 (+α )の突帯が巡る。
|11は口縁部を貼付し、斜めに外反させる。口縁端は先細りとなる。胴部外面にはススの付着が著

しい。09由 は外面にハケメが明瞭に残る。198は聞縁部を貼付し、斜めに外反させる。聞唇部はヨコ

ナデにより平坦に仕上げられる。復元口径は約 27cmを測る。胴部には 3条の突帯を巡らす。器面

調整は胴部外面がハケ後ナデ、内面がハケである。胴部外面にはススの付着が認められる。胎土中に

はキンウンモの混入が顕著である。195は口縁部を逆「 L」 字状に貼付するものであるが、国縁上面

および頸部内面に指頭オサエの痕が顕著に残っている。鶴9ア、099は貼付された口縁が斜めに立ち上

がる。鶴90は胴部に 3条の突帯が貼付される。
フ|〇 録 700は甕の口縁～胴部である。貼付された口縁は先細りしながら斜めに立ち上がる。yOm、

ア09、 ア05、 ア晰 は胎止中にキンウンモを含む。鶉アは甕の回縁部で逆「 L」 字状に貼付された口縁
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黎

667

668

図106 弥生時代前期の上器

の直下には突帯が巡らされている。色調は橙色系に明るく発色し、焼成は軟質である。

708、 709は小型甕の口縁～胴部である。口縁は短いものが貼付され、口縁内面には接合線が残る。

胴部内外面にはハケメが残る。710は甕の口縁部である。外面には横位ミガキが施され、痕が顕著に

残る。胎土は粗製でカクセン石が混入している。711は甕の口縁～胴部である。口縁部は肥厚させ、

端部は丸く仕上げる。胴部には絡縄突帯 (ミ ミズバレ状突帯)が巡り、その下に半円状の突帯が貼付

される。器面が荒れており、調整は不明だが、外面には 710同様ミガキが施されていたものと思われ

る。胎土中にはカクセン石が含まれる。712も 711と 同様、口縁部を肥厚させる。口縁上面には指爪

によると思われる列点文が施される。外面には横位ミガキが施され、胎土中にはカクセン石を含む。

713はいわゆる「下城式」系甕である。直立した口縁の直下にやや太めの刻目突帯が貼付される。

刻目はヘラ状工具によって付けられる。色調は浅黄橙色を呈し、胎土中には赤褐色の砂粒が混入する。

714も「下城式」系甕である。復元口径は約 22cmで小型品と考えられる。口縁下には突帯が巡らさ

れるが、刻目はつかない。外面にはススが付着する。715はいわゆる「黒髪式」系甕の口縁部である。

口縁部は斜めに立ち上がり、端部は丸く仕上げられる。口縁内面が張り出し、稜を形成する。胎土中

にはカクセン石が含まれる。716も 「黒髪式」系の甕と思われる。復元口径は約 26cm。 口縁部は斜

めに外反する。口縁内面は張り出し、稜を形成する。胎土中にはカクセン石が含まれる。717は 「須

玖Ⅱ式」甕と思われる。復元口径は約 30cmを測り、胴部外面にはススが付着する。口縁部は断面形

が鋤先状をなし、内面は鋭角ぎみに張り出し稜を作る。口縁下には断面「M」 字状の突帯が貼付され

る。器面調整は内外面ともに磨耗しており、不明である。内面に微量であるが赤色顔料が付着してお

り、本来は全面に丹塗されていたものと思われる。胎土中には乳白色の粒が混入している。

718～ 720は甕の底部である。718、 720は 中実脚台である。720は外面に細かいハケメが残る。

胎土中にはキンウンモが含まれる。719は平底で外面にはミガキが施される。色調はにぶい赤褐色を

呈し、胎土にはカクセン石が含まれる。これらの特徴から711のような甕の底部と考えられる。

721～ 725は中溝式甕である。721は口縁～胴部で復元口径は約 27cmを測る。口縁部は外反させ、

端部は平坦に仕上げた後、刻目が付けられる。胴部には 1条の刻目突帯が巡る。刻目は棒状工具によっ

て付けられ、刻目内には織物状の圧痕がわずかであるが観察できる。722、 723は口縁部を短く折り

660

WTΘ引

ぶ
一

―ヽ    へ
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曲げる。胴部には亥J目突帯をもち、刻日はいずれもヘラ状工具によって付けられる。
pu蝶 は口縁部が

貼付によるものである。復元口径は約 26cmで胴部外面にはススが付着する。口縁部は斜めに立ち上

がり、日唇は平壇ぎみに仕上げられる。刻目突帯の刻目は棒状工具による押圧亥Jみで刻国内には織物

状の圧痕が観察できる。胎土中には赤褐色の砂粒が確認できる。725は胴部外面に細かいハケメが残

る。
´
刻目内には織物状の圧痕が残る。

フ25は聞縁部が短く外反する。復元口径は約 30crnを測る。園縁直下にはタガ状の突帯が貼付され、

丁寧にナデられている。胴部外面には横位ミガキが確認できる。7mSは無文甕で回縁部は外反させる。

復元口径は約 28cmを測る。闘唇は丸く仕上げる。器面調整は外面にハケメが残り、内面はハケ後ナ

デである。73駿 も無文で口縁部を外反させる。口唇はヨコナデにより平坦に仕上げる。復元口径は約

27cmである。76Sは大甕の破片と考えられる。国縁部は貼付されたものが斜めに立ち上がる。胴部

にはタガ状突帯が貼付される。70Sは回縁部をわずかに外反させる。口唇はヨコナデにより平坦に仕

上げる。器面調整は内 0外面ともにハケである。734は 国縁部を逆「 L」 字状に外反させる。口唇は

丸く仕上げられる。

786は小型甕である。復元口径は約 20cmで ある。日縁部は外反させ、口唇はヨコナデによりわず

かにくばませている。胴部外面にはススの付着が著しい。737も小型甕の回縁～胴部である。胴部外

面にはススが付着する。7導0～ 748は無文甕の間縁～胴部である。y蝶③は焼成が良く、堅緻である。

yttSは口唇部をヨコナデによりくばませる。

y蝶蝶～ 7爆8は甕の底部である。74蝶 は小型で外面にはオサエの痕も残されており、鉢底部の可能

性もある。745は底部裾がわずかに広がり、脚台状の上げ底となっている。外面には細かいハケが施

され、夕ヽ面と底面には自色物質が付着している。胎土中にはカクセン石が混入している。74ア はわず

かに上げ底ぎみとなうている。748は外面にハケメが残る。 (文黄 :加覧淳一)

(3)弥生時代後期～古墳時代初頭の土器 (図 111～ 116)
740は壷のIIl縁部である。日縁部は外反し、国唇は丸めに仕上げられる。復元IIl径は約 1lcmで小

型である。75③、751は同一個体である。復元聞径は約 1 2crn、胴径は約 27crn、 底径は約 1lcmである。

口縁部は短く外反し、聞唇はヨコナデにより平坦に仕上げられる。頸部から胴部へは緩やかに膨らみ、

胴部はあまり張らない。長胴である。底部は欠失している部分もあるが、平底と考えられる。器面調

整は胴部外面に縦位ミガキ、頸部付近には横位ミガキが施される。外面は橙色に発色し、明るめの色

調を呈す。胎土中には赤褐色の砂粒が目立つ。

752は二重口縁壺の口縁部である。外面には櫛描波状文が施文される。750は長頸壺である。胴部

最大径は約 17cm、 底径は約 5cmである。扁球形胴部に直立したEIl縁部が付くが、日縁端は欠失し

ている。口縁部外面には縦位ミガキ、胴部には横位ミガキが認められる。内面は丁寧にナデられてい

る。色調は外面が浅黄橙色を呈し、胎土中には赤褐色の砂粒が目立つ。754は壼の口縁部で復元口径

は約 12cmである。外面には部分的に剥離しているものの丹塗が確認できる。P55は壺の回縁部であ

る。復元口径は約 14cm、 ラッパ状に開く。外面と内面の一部に細かいハケメが残る。750は壺の口

縁～頸部である。復元口径は約 20crnでラッパ状に開く。口唇はヨコナデにより面取りされ、平坦に

仕上げられる。頸部が大きく開くことから、胴部はかなり膨らむものと考えられる。頸部には 1条

の刻目突帯が巡らされる。刻国は棒状正具による押圧刻みで刻目内には織物状の圧痕が確認できる。

757～ 75Sは壼の底部である。757は全体的に器面が荒れており、調整等は不明である。710は

外面に2本の線刻が認められる。底面は剥落しており、形態不明である。フはりは尖底ぎみの丸底である。

器面が荒れており、調整等は不明である。

y鶴③からは甕である。フ10は口縁部を外反させるもので、口唇はヨコナデにより平坦に仕上げられ

る。復元口径は約 24cmである。y蟄 は日縁～胴部である。口縁部は外反させ、口唇部はヨコナデに

より平坦に仕上げられる。頸部外面にはハケメが明瞭に残る。フ1鋏 は日縁部を外反させ、胴部は緩や

かに膨らむ。復元口径は約 18cmである。調整は内・外面ともにナデられているが、頸部内面にはへ

ラ状工具によるものと思われる工具痕が残されている。
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76Sは聞縁部が「く」の字に外反し、胴部は大きく膨らむ。復元口径は約 18cmである。色調は橙色を呈し、

胎土中には赤褐色 0灰色の砂粒が多量に含まれる。フ魏 は口縁部を「く」の字に外反させる。口唇部は

平坦に仕上げられる。復元口径は約 24cmである。胴部外面には部分的であるが横位ミガキが残る。胎

土中には灰色の砂粒が目立つ。76Sは小型甕と思われる。口縁部は外反させ、胴部はあまり張らない。
y06は聞縁部～底部まで揃う。復元口径は約 25cm、 底径は約 8cm、 器高は約 28cmである。日縁

部は外反させ、日唇にかけやや肥厚ぎみとなる。口唇は平坦に仕上げられる。胴部はあまり張らず、

緩やかに屈曲する。底部は脚台状となり、底面はわずかに上げ底である。色調は橙色を里し、胎土中

には赤褐色 0灰色の砂粒が目立つ。767は小型甕の回縁部で復元口径は約 19cmである。胎土中には

赤褐色 0灰色の砂粒が多く含まれる。760は小型甕で口縁～底部まで揃う。復元口径は約 17cm、 底

径は 4cm、 器高は 17cmを測る。国縁部は「く」の字に外反させ、口唇は丸く仕上げている。胴部

は張らずにゆるやかに屈曲する。底部は指頭により整形され、いびつな脚台状となっている。器面は

外面全体がナデで仕上げている。

769は口縁～胴部である。口縁部は短く外反させる。アフOは小型甕の口縁～胴部と思われる。復元

口径は約 17cmである。口縁は「く」の字に外反し、口唇は丸く仕上げられている。口縁内 0外面に

はハケメが残る。胴部外面にはススの付着が著しい。p則 は口縁部で復元口径は約 26cmである。口

縁外面には強いハケが施されている

773は 国縁～胴部である。復元口径は約 20cmを測る。口縁部は外反し、胴部は膨らむため、断面

形はゆるい「 S」字状を里す。胴部外面にはススの付着が認められる。77準 は 773と 同様の器形を呈す。

全体的に摩滅している。775は小型甕で回縁～底部まで揃う。復元EIl径は約 24cm、 底径は 6cm、 器

高は約 2 1 crrlを測る。口縁部は外反し、やや長めに伸びる。口唇は面取りされ、平坦に仕上げられる。

胴部はあまり張りを持たない。底部は平底である。器面調整は胴部外面にタタキが施された後、ナデ

てタタキロを消している。内面にはハケメが残る。

フア6は国縁～胴部である。復元聞径は約 22cmを測る。外面にはタタキが回縁部まで施されている。
777は国縁～胴部で復元口径は約 23cmを測る。口縁部は短くわずかに外反させる。外面には横～斜

位のタタキ (左上がり)が施される。タタキの単位は不明であるが、溝幅が lmrn程度で狭い。内面
にはハケメが残る。フア8も外面にタタキ (左上がり)を施しており、口縁部まで及んでいる。復元口
径は約 17cmであり、小型である。色調は浅黄橙色を呈し、胎土中には赤褐色、灰色砂粒の混入が目

立つ。77,は復元口径が約 19cmである。胴部外面には右上がりのタタキが施され、口縁部はヨコナ

デにより仕上げられる。タタキの溝幅は l rnm程度である。760は小型甕と考えられるもので口縁
～底部まで揃う。復元 Ell径は約 1lcm、 底径が 6cm、 器高は 13cmを測る。口縁部は頸部でくびれた

後真っ直ぐに立ち上がる。口唇は丸めに仕上げられる。底部は脚台が付いており、底面はわずかに上

げ底となっている。器面は内外面ともにナデられている。

78¶ は口縁～胴部で復元口径は約 30cmである。口縁部は外反し、日唇は丸く仕上げられる。頸部に

は 1条の刻目突帯が巡っており、刻目は棒状正具の押圧刻みによって付けられる。刻国内には織物状の

圧痕が確認できる。器面には内外ともに細かいハケメが残る。色調は浅黄橙色を呈し、胎土中には赤褐色、

灰色砂の混入が目立つ。76馘 は回縁～胴部で復元EIl径は約 35cmを測る。日縁部は湾曲しながら外反する。

日唇は平坦に仕上げられる。胴部外面にはススの付着が著しい。738傷 704は底部でいずれも脚台状をなす。

761は口縁部で復元田径は約 34cmを測る。口唇部は丸くおさめられている。7B⑮ は小型甕と考えら

れる個体である。鉢としても分類可能であろうが甕に含めている。口唇が欠失しているが、口縁部は

上方へ立ち上がる。頸部付近には段がつけられ、稜が形成される。田縁部外面には櫛描波状文が施文

される。底部には脚台が付く。内面には細かいハケメが残り、正具痕も残されている。7Syは胴部である。

頸部には刻目突帯が付されている。刻目は棒状工具による押圧刻みで、刻国内には織物状の圧痕が残

されている。外面には「タタキ」風の調整がなされる。よく観察すると、タタキと断定するには溝幅

が極端に狭く、砂粒も右上がりに移動している。このことから、ハケエ具とは別の原体で掻きなでる

ようにして整形されたものと推察できる。内面にはハケメが残る。胴部外面にはススの付着が著しい。

738鰺 795は底部である。730、 ア8り、アなのはllt「台状をなす。ア90は底面がわずかにくばんでいる。
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外面には 78Pと 同じ「タタキ」風の調整が施される。7,量 は脚台をもち、胴部外面にはタタキが施
されているが、その後ナデられており、タタキロは部分的に残る。798～ 7,Sは平底である。
796～ 80Sは高塔である。フ96は不部で復元口径は約 35cmである。口縁は「く」の字に開き、内面
で稜をつくる。摩滅しているものの、内 0外面ともに縦位ミガキが残る。色調は浅黄橙色を呈し、胎土

は混入物も少なく精良である。フ,7は外部で、復元口径は約 1lcmと小型である。日縁は単純に開く。内

面は工具によリナデられている。798は脚部で脚裾付近は欠失している。外面には細かいミガキが観察で

き、円形透かしが施されている。799も脚部である。脚裾付近が欠失しているが、裾は大きく開くものと

考えられる。外面には細かいミガキが施される。胎土は精良なものが用いられている。800は脚部で外方
へ大きく開く。外面には細かいハケメが残る。80理 も脚部である。脚裾は欠失しているが、外方へ大きく

開くものがつくものと思われる。全体的に摩滅しており、調整等は不明である。800は脚部で小型のもの

と考えられる。外面にはミガキが施され、円形の透かし孔が確認できる。胎土は精良である。80Sは脚裾

で径は約 23crnである。端部は面取りされ、平坦に仕上げられる。外面には縦位ミガキが確認できる。

89蝶～ 8盆盪は鉢と考えられる土器である。804は口縁部が付き、夕ヽ反する。895は碗形の形状を塁す。
807は間縁部がいわゆる「カキアゲ」状に仕上げられており、頸部で段を作っている。809は IIl縁端
に竹管文がスタンプされる。スタンプの径は 2mIIn程である。810は口縁部が外方へと開く。8¶ Sは

底面が剥離している。8弩 Sは底部が平底をなし、そこから大きく外へ開くものと思われる。外面には
ハケが認められ、底部付近にはオサエに近い指頭ナデが加えられる。8理 6は鉢の胴部である。8弩 9は

底音卜で外面には細かいハケメが残る。

8盪3～ 86礫 は手づくね土器である。サイズ、形態ともヴアリエーションに富むがいずれもオサエ

によって整形される。826はこれらの一群の中ではサイズが一番大きい。8駿 4、 8駿 Sは口縁端を短く
内側へと曲げている。828は皿状の形態である。340は底部が尖底ぎみとなっている。846は夕ヽ面に
わずかにハケが残る。

860は外面が棒状工具のようなものでオサエられている。 (文責 :加覧淳一)

7。 包含層出上の縄文時代～宙墳時代初頭の種器

ここでは、包含層出土の石器の中で、縄文時代から弥生時代と思われるものをとりあげて解説する。

7a層から出土したものは、同層から出土した縄文時代後期～晩期の土器に共伴する可育P性があるため、
地区。土層を明記した。また、同様に 6層から出土したものは弥生時代の石器と認定できる可育旨性がある。
しかしながら、縄文時代と弥生時代の石器の峻別が困難であったことと、本来、縄文時代や弥生時代に

所属すると思われる石器が上層の 5層や 302層でも見つかっており、その後の撹乱による移動が想定
されるケースも少なからずあったこと、そして反対に、5層より上層から出土した石器の中には、平安

時代～中世のものでないという確証を得ることが難しいケースもあったこと (例えば、砂岩礫などを利

用した砥石など、その石器だけでは時期の判定に苦慮した。)などを考慮した結果、7a層 と6層から出
土したものを一応の基準として、より上位の層で出土したものは、それらとの照らし合わせによって判

断した。以下、縄文時代～弥生時代という時期幅でとらえられるものについて器種ごとに解説する。

(1)打製石斧 (石製土掘 り具)(図 117～ 121)
86Sは横長の剥片を利用し、縁辺全体に調整加工し整形している。刃部には刃縁と直行する擦痕が明

瞭で磨耗している。長さ 17.8cm、 幅 7.6cm、 厚さ 1.7cm、 重さ 149g、 頁岩源ホルンフェルス。DS隆 は

縦長の剥片を左右非対称のまま調整加工している。刃縁も調整/」 ll正されたままで使用痕は見られない。

長さ 13.Ocln、 幅 11.Ocm、 厚さ 2.Ocm、 重さ 272g、 両輝石安山岩 a。 357は両側の扶りの部分が表裏面
から調整加工されている。刃縁部には使用痕と思われる線状痕が確認され、かなり磨耗している。長さ

16.4cm、 幅 9.3crn、 厚さ 1.7cm、 重さ 238g、 両輝石安山岩 a。 31Sは縦長剥片を利用した石斧で、ほぼ

全体の縁辺部に調整加工している。また、調整を加えていない部分は平滑で研磨されており、剥離前の

研磨と研磨後の剥離とが観察される。長さ 14.8cm、 幅 5.8cln、 厚さ 1.Ocm、 重さ 157g、 両輝石安山岩 a。

SSや 鶴 869は打製石斧の刃部片と思われる石器である。3は9は縄文時代後期の竪穴状の土坑 CSCl)
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図112 弥菫時代後期特書墳時代初頭の上器
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付近で出上したもので、ほぼ同じ地点で縄文時代後期の土器が出土している。縁辺部は表の面から全体

的に調整加工による整形が行われ、刃縁のみ裏面からも調整加工されている。また、刃縁の一部には磨

耗痕が明瞭で、土堀具として使用した痕跡が残る。残存長 9.2cm、 幅 11.lcm、 厚さ 1.Ocm、 重さ 150g、

両輝石安山岩 ao o蔭⑥は刃縁が磨耗しており、刃縁に斜行する線状痕が見られる。残存長 6.9cm、幅 8.3cm、

厚さ 0.8cm、 重さ 59g、 両輝石安山岩 a。 8鱚 は縦長剥片を利用し、表の面の側縁部は両側とも調整加

工し整形している。また、裏面の先端部には磨耗痕が顕著であり、線状痕が確認される。残存長 9.8crn、

幅 8.7cm、 厚さ 1.4cm、 重さ 154g、 両輝石安山岩 ao ooな は実測図下部に磨耗痕が顕著で線状痕も見ら

れる。残存長 6.2crn、 幅 7.8cm、 厚さ 1.lcm、 重さ 80g、 両輝石安山岩 a。 30Sは側縁の片方のみ調整

加工しているもので、上下の両縁部に使用によると思われる磨耗痕が見られる。長さ 10.6cm、 幅 8.lcm、

厚さ 1.Ocm、 重さ 161g、 両輝石安山岩 ao B鶴轟も石斧片と思われる剥片であるが、使用痕等は見られない。

残存長 3.5cm、 幅 7.lcm、 厚さ 1.lcm、 重さ 30g、 頁岩源ホルンフェルス。955は残存長 7.8cm、 幅 4.5cm、

厚さ 1.2cm、 重さ 53g、 両輝石安山岩 a。 3鶴鶴は側縁の一部が潰れている。残存長 8.6cm、 幅 5.6cm、

厚さ 1.2cm、 重さ 82g、 両輝石安山岩 a。 3鶴アは小型のもので、横長の剥片を利用している。基部は一

部欠損したものか。刃部には使用による磨耗痕が見られる。長さ 7.6cm、 幅 4.lcm、 厚さ 1.7cm、 重さ

65g、 頁岩源ホルンフェルス。け鶴Sは縦長の剥片を利用しており、風化しているが刃縁の一部には斜行
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図環16 弥笠時代後期～書墳時代初頭の上器

する線状痕が見られる。残存長 6.lcm、 幅 5.9cm、 厚さ 0.7crn、 重さ 34g、 頁岩源ホルンフェルス。

3鶴9鶴 8則 は打製石斧の基部と思われる石器である。869は表裏面から調整加工し、方形の基部

に整形している。残存長 6.3cm、 幅 6.3cm、 厚さ 1.lcm、 重さ 71g、 両輝石安山岩 a。 97⑥ は縦長剥

片を利用した打製石斧の基部と思われ、全体的に風化が進んでいる。残存長 4.8cm、 幅 5.3cm、 厚さ

0.9cm、 重さ 38g、 頁岩源ホルンフェルス。07Ⅷ は横長の剥片を利用し、先端から側縁まで細かな調

整加工を加えて整形している。残存長 8.7cm、 幅 8.4crn、 厚さ 2.l crn、 重さ 215g、 両輝石安山岩 a。

(2)打製石鏃 (図 122)
371は 7層で出土した打製石鏃で、表裏面ともに調整加工され上部がやや張り出し扶りを有する。

縄文時代のものか。長さ 2.4cm、 幅 1.2cm、 厚さ 0.2cm、 重さ 0.6g、 無斑晶安山岩。

4

10cm
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表24 包會層麟血土器観察簑

番号 出土区●層 器種
色調 器面調整

胎土含構磁物等 備考
外面 内面 外面 内面

660 M-3区 一亜 浅黄橙 暗灰黄 ミガキ ナデ 白色・褐色
沈線文 。重弧
文

M-3 EXI・ 5層 甕 にぶい褐 にぶい黄橙 ミガキ ミガキ 白色 刻目突帯

662 M-3区・5層 甕 褐 灰褐 ミガキ ミガキ 白色 。褐色 刻目突帯

663 YSA23・ _L層 甕 にぶい黄褐 暗褐 ミガキ ミガキ 白色 亥」目突帯

U-7区・5層 甕 褐 褐 ミガキ ミガキ 白色 。赤褐色 刻目突帯

665 U-7区・5層 甕
黒色
(スス付着)

褐 ミガキ ミガキ 白色 。赤褐色・カクセン石
刻目突帯・突

666 N-4区 。6層 甕 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ 自色。赤71B色 刻目突帯

N-2貶ζ・SC 甕 にぶい橙 にぶい橙 ミガキ ナデ 白色 刻目突帯

668 U-7区・5層 甕 にぶい橙 にぶい赤掲 ミガキ ナデ 白色 。赤褐色
刻目突帯・突

669 M-3区・6層 甕 灰黄褐 褐 ミガキ ナデ 白色 刻目突帯

0-3区・6層 〓霊 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ナ デ 白色 。赤褐色

P-9区・6層 一里 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ミガキ ナデ 黒色 。赤褐色

672 M-6区・5層 一霊 浅黄橙 浅黄橙 ミガキ ミガキ 黒色

M-7区 。6層 十里 にぶい橙 にぶい橙 ナデ ナデ 半透明 。白色・黒色 突帯

674 M…4区・6層 奎霊 橙 橙 ミガキ ミガキ 白色 。赤褐色 突帯

675 N-2区 。6層 一里 浅黄橙 にぶい橙 ナ デ ミガキ 白色 。赤褐色

N…6区・5層 彙霊 橙 橙 ミガキ (暗文) 半透明 。白色 丹塗

677 0…6区・5層 一里 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ミガキ ミガキ 透明・褐色・黒色 突帯

N-4区 。6層 一里 にぶい褐 黒褐 ナデ ナデ 白色 。キンウンモ

679 N-6区・6層 一亜 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ 白色 。赤褐色 沈線文

680 M-6区・5層 高杯 浅黄橙 橙 ナデ ナデ 白色 。赤褐色 突帯

K-3区 。2層 高杯 にぶい黄橙 にぶい黄褐 ナデ ケズリ 白色
矢羽根透かし
。回線

M-4区 。6層 甕 黄灰 にぶい黄褐 ハ ケ ナデ 半透明 。白色 櫛描波状文

P-6区・5層 甕 橙 明赤褐 ナデ ナデ 白色 。赤褐色 。キンウンモ

M-6区・5層 甕 にぶい黄橙 橙 ナデ ハ ケ 白色 突帯

N-6区・6層 甕
褐灰
(スス付着)

にぶい黄橙 ナ デ ハ ケ 半透明・赤褐色

686 K-3区 。5層 甕 にぶい橙 にぶい橙 ナデ ナデ 白色 。キンウンモ 突帯

M-9区 。5層 甕
灰黄褐
(スス付着)

にぶい橙 ナデ ナデ 白色・黒色

688 N-6区 。5層 甕 にぶい褐 にぶい褐 ナデ ナデ 白色 。キンウンモ 突帯

N-4区・6層 甕 にぶい橙 橙 ハ ケ ハ ケ 白色 。赤褐色 。キンウンモ

690 S-13区・6層 甕 橙 橙 ナデ ナデ 白色 。赤褐色 。キンウンモ 突帯

M-9区・5層 甕
にぶい黄橙
(スス付着)

にぶい黄橙 ナデ ナデ 灰色 。赤褐色

N-3区・6層 甕 にぶい黄橙 黒 (スス付着) ハ ケ ナデ 半透明・白色

693 M-7区 。6層 甕
灰黄
(スス付着)

黄褐 ナデ ハ ケ 透明 。白色 。キンウンモ 突帯

0-3区・6層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ キンウンモ

R-7区 。6層 甕 橙 橙 ナデ ナデ。オサエ 白色 。赤褐色・キンウンモ

696
M-7 EXI・

5層 ピット
甕 にぶい橙 にぶい橙 ナデ ハ ケ 白色 。赤褐色 。キンウンモ 突帯

697 J…6区 。6層 甕 橙 橙 ナデ ナデ 白色 。黒色

698 K-4区・6層 甕
黒褐
(スス付着)

にぶい褐 ナデ ナデ 白色 。キンウンモ 突帯

699 P-7区 。5層 甕 橙 橙 ナデ ナデ 黒色

700 M-4区・6層 甕 浅黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナ デ 灰色

M-5区・5層 甕 にぶい橙 浅黄橙 ナ デ ナ デ 黒色 。赤褐色

702 M-7区・5層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ハ ケ 白色・赤褐色 。キンウンモ

N-7区 。5層 甕 灰黄褐 にぶい褐 ナデ ハ ケ 白色 。キンウンモ

」-5区・6層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ハ ケ 白色 。赤褐色 。黒色

705 」-5区・6層 甕 にぶい橙 にぶい橙 ナデ ハ ケ 白色 。赤褐色 。キンウンモ 突帯

706 P-5区 。5層 甕 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ハ ケ 半透明 。白色 。キンウンモ 突帯
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表25 包含層出土土器観察表

番号 出土区●層|
器種

1色調 器面調整
胎士舗 鉱物等 1備考

外面 内面 1外面 内面

707 」-4区 。6層 甕 橙 橙 ナデ ナデ 半透明 。白色 。褐色

」-6区・6層 甕 灰黄褐 にぶい橙 ハ ケ ハ ケ 白色・赤褐色

709 」-5区 。6層 甕 灰黄褐 にぶい橙 ハ ケ ハ ケ 白色 。赤褐色

M-5区・5層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ミガキ 白色・カクセン石

N-11区 。5
M-3区・6層 甕 にぶい赤褐 黒褐 ナデ ナデ 半透明 。自色・カクセン石 突帯

N-4区 。5層 甕 にぶい橙 にぶい橙 ミガキ オサエ 。ナデ 白色 。赤褐色 。カクセン石 刺突

M-7区・5層 甕 浅黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 白色・赤褐色・黒色
刻目突帯 。下
城式系

N-3区・6層 甕
にぶい橙
(スス付着)

にぶい橙 ナデ ナデ 白色 。赤褐色
突帯 。下城式
系

N-6区・5層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 白色 。カクセン石 黒髪式系

」-5 EXI・ 6層 甕 にぶい橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 透明 。赤褐色・カクセン石 黒髪式系

H-5区 。2層 甕
橙
(スス付着)

橙 ナデ 白色 。褐色
丹塗わずかに
残る 。突帯 。

須玖Ⅱ式

M-7区・5層 甕 にぶい黄橙 黒褐 ナデ ナデ 白色・赤褐色 中実脚台

N-7 EXI・ 5層 甕 にぶい赤褐 にぶい赤褐 ミガキ ナデ 白色 。赤褐色・カクセン石

720 」-6区 。6層 甕 黄褐
黒褐
(スス付着)

ハ ケ ナデ 白色 。キンウンモ 中実脚台

J-5区・6層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ハ ケ ハ ケ 白色 刻目突帯

722 J-6区・6層 甕 橙 橙 ナデ ナデ 赤褐色・黒色 刻目突帯

723 」-6区・6層 甕 にぶい橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 赤褐色 刻目突帯

724 0-6区・5層 甕
にぶい褐
(スス付着)

橙 ナ デ ハ ケ 白色 。赤褐色 刻目突帯

725 N-7区・5層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ハ ケ ハ ケ 赤褐色 刻目突帯

726 」-5区・6層 甕 橙 橙 ミガキ 白色 。赤褐色 突帯

727 P-4区・5層 甕
浅黄橙
(スス付着)

浅黄橙 ナデ ハケ 赤褐色 刻目突帯

728 卜5区 。6層 甕 にぶい黄橙 浅黄橙 ハ ケ ハケ→ナデ 白色・赤褐色

729 M-7区・6層 甕 明黄褐 橙 ハ ケ ハ ケ 白色・赤褐色 刻目突帯

730 J-6区・6層 甕
にぶい橙
(スス付着)

にぶい黄橙 ナデ ナデ 赤褐色 。黒色 刻目突帯

N-6・ 5層 甕 にぶい橙 にぶい橙 ナデ ナ デ 灰色・赤褐色 刻目突帯

732 M-7区・5層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナ デ ナデ 白色

733 J-5区・6a層 甕 にぶい黄橙 橙 ハ ケ ハ ケ 白色 。赤褐色

M-4区 。5層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナ デ 白色 。赤褐色

735 M-4区・5層 大甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ハ ケ 白色 。赤褐色 突帯

736 L-5区・1層 甕
黒褐
(スス付着)

にぶい橙～
黒褐

ナデ ナデ 白色・赤褐色

R-6区 。5層 甕
橙
(スス付着)

橙～
にぶい黄橙

ナデ ナデ 半透明 。赤褐色

738 |-5区・6a層 甕 暗褐 暗褐 ナデ ナデ 白色

739 N-8区 。6層 甕
灰黄褐
(スス付着)

にぶい橙 ナデ ナデ 白色

R-9区・6層 甕 にぶい黄橙 浅黄橙 ナ デ ナデ 白色 。赤褐色

|-5区・6a層 甕 明黄褐 灰白 ハ ケ ナデ 白色・赤褐色

M-4区 。6層 甕 橙 橙 ハ ケ ナデ 白色 。褐色 。赤褐色

743 M-5区・6層 甕
灰黄褐
(スス付着)

橙 ナデ ナデ 白色

744 N-9区 。6層 甕 明褐 黒褐 オサエ 自色 。赤褐色

745 N-2区 。6層 甕 にぶい黄褐 黒褐 ハ ケ ハ ケ 白色 。褐色 。カクセン石
外面に自色物
質付着

746 M-9区・7層 甕 橙 褐 ハ ケ ナデ 白色・赤褐色

747 -5区・5層 甕 にぶい黄橙 灰黄褐 ナデ ナデ 白色 。赤褐色

748 M-4区 。6層 甕 灰黄褐 黒褐 ハ ケ オサエ。ナデ 透明 。白色

749 R-1 l EXI。 6層 一霊 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 白色・赤褐色

750 S-10区・5層 十里 橙 橙 ミガキ ミガキ 赤褐色・黒色
７５
体
と同一個

S-10区・5層 一翌 橙 橙 ミガキ ナデ 赤褐色・黒色
750と 同一イ固
体
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表26 包含層出土虚器観察表

番号 出土区1燿 器種
色調 器面調整

胎上含有鉱物等 餃 ..

外面 内面 1外面 内面

752 R… 15レ【・6a層 十里 にぶい橙 浅黄橙 ナデ ナ デ 赤褐色 櫛描波状文

S-10区・5層 一里 浅黄橙 暗灰 ミガキ ナデ 白色・赤褐色

754 N-9区 。6層 一里 橙 橙 ナデ ナデ 白色 。赤褐色 丹塗

M-9区・6層 一里 橙 橙 ハ ケ ハケ→ナデ 白色・赤褐色

R-14区・5層 一里 橙 浅黄橙 灰色・赤褐色 刻目突帯

757 R-14区・5層 一菫 浅黄橙 浅黄橙 白色 。赤褐色・灰色

758 S-7区 。6層 議霊 にぶい橙 褐灰 ミガキ ナデ 赤褐色・灰色 線刻

759 S-7 EXI・ 5層 十霊 にぶい黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ 赤褐色 。灰色

S-10区・5層 甕 にぶい黄橙 灰白 ナデ ナデ 赤褐色・灰色

S-8区・6層 甕 にぶい橙 にぶい橙 ハ ケ ハ ケ 赤褐色

762 0-14区・5層 甕 橙 橙 ナデ 赤褐色・灰色

S-10区・5層 甕 橙 橙 ナデ ナデ 曲色 。赤褐色・灰色

M-4区 。6層 甕 浅黄橙 にぶい黄橙 ミガキ ナデ 赤褐色 。灰色

765 S-8区・6層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 赤褐色・灰色

766 S-10区・5層 甕 橙 橙 ナデ ナデ 赤褐色 。灰色

S-10区 。5層 甕 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ 白色 。赤褐色 。灰色

R-14区・5層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ハケ→ナデ ナデ 赤褐色・灰色

769 K¨7区・5層 甕 灰黄 にぶい黄 ナ デ ナデ 白色 。赤褐色

770 M-10区・6層 甕 橙 (スス付着) 橙 ハ ケ ハ ケ 赤褐色 。灰色

S-10区・5層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙
ハケ
(カキアゲ)

ハ ケ 赤褐色・灰色

772 H-16区・5層 甕 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ 赤褐色・灰色

773 Q-4区 。6層 甕
にぶい黄橙
(スス付着)

にぶい橙 ナデ ナデ 赤褐色・灰色

S-8区・6層 甕 橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 白色 。赤褐色 。灰色

775 R-14区・5層 甕 にぶい橙 にぶい橙 タタキ→ナデ ハ ケ 赤褐色

776 0-10区・6層 甕 にぶい黄橙 橙 タタキ ナデ 白色 。赤褐色 。灰色

777
P-13、  P-14、

0-13区・5層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 タタキ ハ ケ 赤褐色・黒色

778 P-9区・5層 甕 浅黄橙 浅黄橙 タタキ ナデ 赤褐色 。灰色

779 M-10区・6層 甕
にぶい黄橙
(スス付着)

にぶい黄橙 タタキ ナデ 赤褐色・灰色

M-10区・6層 甕 にぶい橙 にぶい橙 ナデ ナ デ 白色・赤褐色

N-10区・5層 甕 浅黄橙 にぶい橙 ハ ケ ハ ケ 白色 。赤褐色・灰色 亥」目突帯

782 R-7 EXl・ 6層 甕 橙 (スス付着) 橙 ナデ ナデ 白色・赤褐色

0-8区・5層 甕 にぶい黄橙 黄灰 ナデ ナデ 白色・灰色

卜7 EXI・ 5 甕 にぶい黄橙 橙 ナデ 赤褐色 。灰色

785 P-9区・5層 甕 橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 赤褐色・灰色

P-13区 。5層 甕 にぶい橙 浅黄 ナ デ ハケ 赤褐色 。黒色 櫛描波状文

787 M-10区・6層 甕 にぶい橙 にぶい橙
「タタキ」風の
調整

ハ ケ 赤褐色 。灰色 亥」目突帯

788 R-9区 。6層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 工具ナデ 工具ナデ 赤褐色・灰色

789 P-8区 。6層 甕 にぶい黄橙 灰 自 ナデ ナデ 白色・カクセン石

Q… 14区・5層 甕 にぶい橙 浅黄
「タタキ」風の
調整

ハ ケ 赤褐色・灰色

S-8区 。6層 甕 にぶい黄橙 灰白 ナデ ナデ 赤褐色・灰色

792 0-10区・6層 甕 にぶい黄橙 橙 タタキ ハ ケ 白色 。赤褐色 。灰色

793 H-16区・5層 甕 にぶい黄橙 ナデ 白色 。赤褐色

S-8区 。6層 甕 にぶい黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ 赤褐色・灰色

R-8区 。6層 甕 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナ デ ナデ 赤褐色 。灰色

R-14区・5層 高不 浅黄橙 にぶい黄橙 ミガキ ミガキ 黒色

P-12区・ 5層 高杯 橙 橙 ナデ ハ ケ 白色 。赤褐色・灰色

M-7区・5層 高不 浅黄橙 浅黄橙 ミガキ ナデ 赤褐色・灰色 円形透かし

N…11区 。5層 高坪 にぶい橙 橙 ミガキ ナデ 赤褐色

R-11区・6層 高杯 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ハ ケ ナデ 黒色
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表27 包含層出土土器観察表

1番号 出土区|1層 器種
色調 器面調整

胎土含有鉱物等 備考
外画 内1面 外面 内蘭

0-15区・5下層 高不 浅黄橙 浅黄橙 ナデ 赤褐色

802 P-12区 。5層 高杯 にぶい橙 にぶい橙 ミガキ ナデ 赤褐色 円形透かし

L…8区 。6層 高不 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ミガキ ナデ 赤褐色 。灰色

804 M-11区・5層 鉢 にぶい橙 にぶい橙 ミガキ ミガキ 赤褐色 。灰色

N… 10区・5層 鉢 黄橙 にぶい橙 ナ デ ナデ 赤褐色 。灰色

806 P-9区・6層 鉢 にぶい黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 白色 。灰色

Q-10区・6層 鉢 浅黄橙 浅黄橙 ハ ケ ナデ 赤褐色 。灰色

N-11区・6層 鉢 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ 赤褐色 。灰色

809 J-5区・6層 鉢 にぶい黄橙～橙 にぶい黄橙 ナ デ ナデ 灰色 竹管文・丹塗 ?

M-7区 。5層 鉢 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ハ ケ 赤褐色 。灰色

L-9区・5層 鉢 浅黄橙 にぶい橙 ナデ ナデ 赤褐色・灰色

M-9区 。5層 鉢 (壺 ?) にぶい黄橙 浅黄橙 ハ ケ ナデ 赤褐色・灰色

S-10区・5層 鉢 (甕 ?) 灰白 にぶい黄橙 ナデ ナデ 白色

S-10区・5層 鉢 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ 白色

N-10区・5層 鉢 ? 浅黄橙 浅黄橙 ハ ケ ナデ 褐色

R-14区・5層 鉢 にぶい橙 にぶい橙 ナ デ ナデ 赤褐色 。灰色

Q-14区・5層 鉢 にぶい黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ 赤褐色 。灰色

D-12区・5層 鉢 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ 赤褐色 。灰色

M-7区・5層 鉢 浅黄橙 浅黄橙 ハ ケ ナデ 赤褐色 。灰色

」-5区・6層 鉢 灰黄褐 にぶい黄橙 ナ デ ナデ 白色・灰色

N-11区・ 6層 鉢 にぶい橙 にぶい橙 ナデ ナデ 赤褐色 。灰色

822 N-11区・6層 鉢 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ 赤褐色 。灰色

R-10区・6層 手づくね 浅黄橙 浅黄橙 オサエ オサエ 赤褐色 。灰色

824 N-11区・5層 手づくね にぶい黄橙 にぶい黄橙 オサエ ナデ 白色

825 0-8区・6層 手づくね にぶい黄橙 にぶい黄橙 オサエ オサエ 赤褐色

826 0-13区・5層 手づくね 橙 橙 オサエ ナデ 白色 。赤褐色

827 D-8区・5層 手づくね にぶい黄橙 浅黄橙 オサエ オサエ 白色

828 S-1 2 EXI・ 6層 手づくね にぶい橙 にぶい橙 ナ デ ナデ 白色

829 N-1 0 EXI・ 6層 手づくね にぶい黄橙 にぶい黄橙 オサエ オサエ 赤褐色・灰色

Q-12区・5層 手づくね にぶい黄橙 にぶい黄橙 オサエ オサエ 赤褐色 。灰色

N-11区・ 5層 手づくね 浅黄橙 にぶい橙 ナデ ナデ 赤褐色・灰色

832 R-14区・5層 手づくね にぶい橙 にぶい橙 オサエ オサエ 白色・赤褐色

P-9区・5層 手づくね 灰黄褐 暗灰黄 オサエ オサエ 白色

Q-13区・5層 手づくね 灰 灰 オサエ ナデ 白色

835 S-11区・6層 手づくね にぶい黄橙 にぶい黄橙 オサエ ナデ 赤褐色 。灰色

836 R-11区 。6層 手づくね 浅黄橙 橙 ナデ ナデ 赤褐色 。灰色

837 R-14区・5層 手づくね 褐灰 黒褐 オサエ ナデ 白色 。灰色

R-14区・5層 手づくね 褐灰 褐灰 オサエ オサニ 白色 。灰色

839 P-12区・5層 手づくね 褐灰 褐灰 オサエ ナデ 白色

R-11区 。6層 手づくね 浅黄橙 浅黄橙 オサエ オサニ 赤褐色・灰色

S-11区・6層 手づくね 浅黄橙 浅黄橙 オサ正 オサエ 黒色

P-12区・5層 手づくね にぶい黄橙 にぶい黄橙 オサエ ナデ 白色

P-12区・5層 手づくね 浅黄橙 浅黄橙 オサエ ナデ 白色

M-9区・6層 手づくね 浅黄橙 にぶい黄橙 オサエ ナデ 白色 。灰色

0-9区・5層 手づくね 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ 白色 。赤褐色・灰色

0-12区・5層 手づくね 浅黄橙 浅黄橙 ハ ケ ナデ 赤褐色 。灰色

L-11区・5層 手づくね 浅黄橙 浅黄橙 ナデ ナデ 赤褐色

N-11区 。6層 手づくね 浅黄橙 にぶい黄橙 ナデ ナデ 赤褐色

S-11区 。5層 手づくね にぶい黄橙 浅黄橙 オサエ ナデ 赤褐色

850 Q-9区・5層 手づくね 黒褐 黒褐 オサエ (工具) ナデ 白色

Q-13区・5層 手づくね にぶい黄橙 にぶい黄橙 オサエ ナデ 白色 。赤褐色

852 Q-13区・5層 手づくね にぶい黄橙 橙 オサエ ナデ 赤褐色

853 Q-12区・5層 手づくね にぶい黄橙 浅黄橙 オサニ ナ デ 白色 。赤褐色

0-13区 。5層 手づくね 橙 橙 オサI ナデ 赤褐色
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図117 包含層麟土種器
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図118 包會層出土石器

-182-



′       |

ヽ
＝
―Ｉ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
＝
υ

た   く 颯颯劣准

層
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

・‐０
区

一

田

図119 包會層出土石轟

ミ、  /く



ゝゝ
t＼    //

|~

865                ([[[[IIIIIIIIIII]
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(3)剥片石器 ([獄 122-124)
ここで取り扱う剥片石器には、打製石斧以外の粗製剥片石器や使用痕のある剥片を含んでいる。

SySは裏面に節理面の残る剥片石器で、実測図下部の刃縁に使用痕が見られるが、全体的に風化し

ている。長さ 3.7cm、 幅 4.5cm、 厚さ 1.9crn、 重さ 26g、 チャート。97礫 は四角形の剥片の一辺に表

裏面から調整加工し、厚手の刃部を作っている粗製剥片石器である。長さ 3.Ocrn、 幅 4.3cm、 厚さ

0.6cm、 重さ 12g、 両輝石安山岩 a。 375は四角形状の一辺に厚手の刃部を有するもので、8層から

LTl土 している。裏面には自然面が残る。長さ 4.2crn、 幅 4.7cm、 厚さ 1。 2cm、 重さ 36g、 両輝石安山

岩 a。 37oも 1辺に刃部のあるものである。長さ 6.lcm、 幅 4。4cm、 厚さ 1.6cm、 重さ 80g、 両輝石

安山岩 a。 877も片面に自然面が残り、両面から調整加工した刃部を有する粗製剥片石器である。長

さ 4.lcm、 幅 8.7cm、 厚さ 1.2cm、 重さ 56g、 両輝石安山岩 ao sPSは 隣接するグリッドの剥片が接

合したもので、2箇所に表裏面から調整加工した刃部を 2箇所有する。裏面には自然面が残る。長さ

6。 8cm、 幅 10.Ocm、 厚さ 1.lcm、 重さ 11lg、 両輝石安山岩 a。 879は平面形が三角形で、一部に調

整加工している。実測図の下辺端部全体が磨耗しており、一部に線状痕がみられることから打製石斧

の破片とも考えられる。長さ 7.Ocm、 幅 7.2crn、 厚さ 1.2cm、 重さ 61g、 両輝石安山岩 a。 980は大

まかな調整のみの剥片であるが、実測図の下部の縁辺に使用痕と思われる微細な剥離が見られる。長

さ 4.5crrl、 幅 5.8crn、 厚さ 0.8crYl、 重さ 18g、 両輝石安山岩 a。 881は不定形の剥片であるが、一部

の縁辺に片面からの調整加工による刃部を有している。長さ 5.5cm、 幅 6.Ocm、 厚さ 1.3crn、 重さ

64g、両輝石安山岩 a。 38Qは縦長の剥片で、実測図下部の縁辺に細かな調整加工を加えている。また、

表面の一部に研磨痕が見られることから、磨製石鏃等の素材とも考えられる。長さ 6.lcm、 幅 7.9cm、

厚さ 0。 9cm、 重さ 59g、 黒色頁岩。380も上下に調整加工による整形がされている剥片で、表裏面と

もに研磨されていることから磨製石鏃等の素材と思われる。長さ 4.8cm、 幅 7.3cm、 厚さ 1.Ocm、 重

さ 32g、 黒色頁岩。88導 は調整加工による刃部はないが、一部に使用痕のある剥片石器で、自然面も

残る。長さ 5.2cm、 幅 12.5cm、 厚さ 3.3cm、 重さ 142g、 両輝石安山岩 a。

88う と886は石器の素材となる剥片を剥ぎ取った後の残核と思われる。ともに本遺跡の弥生時

代の石器素材として使用されている石材である。886は長さ 5。 7cm、 幅 6.3cm、 厚さ 8。 7crn、 重さ

280g、 両輝石安山岩 a。 886は長さ 7.7crn、 幅 9.Ocm、 厚さ 4.4cm、 重さ 373g、 両輝石安山岩 a。

(4)磨製石包丁 (図 125)
387は表裏面ともに研磨され、一部に剥離面が残る。両端部が欠損しており、穿子Lを 2箇所有する。

残存長 4.lcm、 幅 8.4cm、 厚さ 0.5cm、 重さ 27g、 黒色頁岩。888は片方の端部が欠損しており、中

央上部に 2箇所の穿孔がある。刃縁には使用痕とみられる細かな剥離痕が見られる。残存長 5.3cm、

幅 10.3cm、 厚さ 0.7crn、重さ 51g、 黒色貰岩。889は磨製石包丁片で、中央部のみ残存したものである。

表裏面ともに研磨され、2箇所の穿孔を有する。やや大型のもので、弥生前期のものか。残存長 5.6cm、

幅 4.7cm、 厚さ 0.7cm、 重さ 28g、 頁岩源ホルンフェルス。899は磨製石包丁の端部と思われる剥片

である。表裏面ともに研磨され、刃部も砥ぎ出しているが、表の面は研磨が不完全で調整痕も残って

いる。残存長 2.6cm、 幅 2.6cm、 厚さ 0。 7cm、 重さ 8g、 黒色頁岩。

(5)磨製石鏃 (図 1250126)
39理 はやや大きめの磨製石鏃で、表裏面ともに中央部から下部にかけて浅い窪みを有する。長さ

4.9crn、 幅 2.9cm、 厚さ 0.3cln、 重さ 5.9g、 凝灰質頁岩。00な も表裏面ともに研磨され、刃縁先端部

には刃こばれかと思われる細かな欠損が見られる。長さ 3.7cm、 幅 2.5 cm、 厚さ 0.3crn、 重さ 3.4g、

凝灰質頁岩。398は表面を 3面に砥ぎ出しており、挟りを有する。裏面の一部が剥離している。長さ

2.2cm、 幅 1.8cm、 厚さ 0.2cm、 重さ 0.9g、 凝灰質頁岩。39Tは表裏面ともに研磨されており、基部

の一部が欠損している。長さ 2.6cm、 幅 1.7cm、 厚さ 0.2cm、 重さ 1.2g、 黒色頁岩。391と 8り0は

基部の欠損した磨製石鏃片である。095は残存長 1.4crn、 幅 0.lcm、 厚さ 0.lcm、 重さ 0.3g、 黒色頁岩。

Sり0は残存長 2.4cm、 幅 1.3cln、 厚さ 0.2cm、 重さ 0.6g、 凝灰質頁岩。B'7鶴 900は先端部の欠損
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した磨製石鏃片である。097は残存長 1.5cm、 幅 1.9cm、 厚さ 0.2cm、 重さ 0.8g、 灰色頁岩。398

は基部に挟りのないもので、残存長 2.lcm、 幅 2.3cm、 厚さ 0.2cm、 重さ 1.3g、 凝灰質頁岩。800

は残存長 2.Ocm、 幅 1.8cm、 厚さ 0.2cm、 重さ 0.9g、 凝灰質頁岩。000は表面が研磨され、裏面に

は剥離面を残す。整形途中のものか。長さ 2.4crn、 幅 1.6cm、 厚さ 0.2cm、 重さ 0.8g、 凝灰質頁岩。

90弩 ～ O③Sは石材・形状等から磨製石鏃の素材と思われる剥片である。②③lは横長の剥片を利用
しており、表面には自然面が残る。先端部と基部に荒い調整加工痕があり、ほぼ三角形に整形してい

る。長さ 5。 7cm、 幅 4.lcm、 厚さ 0.6crn、 重さ 15.3g、 灰色頁岩。002は表面に節理のある自然面を

残す大き目の剥片で、表面の先端部刃縁には研磨痕があり、裏面には調整加工痕が残る。荒い調整を

行い、先端を折り取って再加工するものか。また、研磨痕があることから、砥石の破片の再利用とも

考えられる。長さ 9.Ocm、 幅 4.Ocrn、 厚さ 0.8cm、 重さ 31.4g、 灰色頁岩。90Sは横長の剥片の縁辺

部に細かな調整を加えて整形している。長さ 2.7cIIn、 幅 2.2cm、 厚さ 0.3cm、 重さ 2.5g、 凝灰質頁岩。

(6)砥石I(國こ126-128)
90聾 は楕円形の自然礫を利用している。表裏面ともに砥石として使用しているが、側面も滑らかであ

り使用したものと思われる。また、長軸方向の先端部には殴打痕もみられ、敲石としても使用している。

一部が欠損しており、側面の一部にはススの付着も見られる。残存長 14.7cm、 幅 8.9cm、 厚さ 4.4cm、

重さ 860g、 糸田粒砂岩。00Sは手のひら大の楕円形の扁平な円礫を利用している。両面ともに研磨され、
一部は打ち欠かれている。表面と側面の湾曲部にV字状断面の溝があり、磨製石鏃等の刃部の研ぎ出し
に使用したものか。長さ 16.3cm、 幅 10.Ocm、 厚さ 2.6cm、 重さ 660g、 細粒砂岩。006は小型で扁平

なもので、片方の端部が欠損している。ほぼ前面を砥面として使用している。残存長 4.4cm、 幅 2.5cm、

厚さ 1.5cm、 重さ 23g、 細粒砂岩。007は断面が三角形で、3面ともに平滑で使用しているが、片方の

端部が欠損している。残存長 11.4cm、 幅 6。 4cm、 厚さ 3.Ocm、 重さ 310g、 糸田粒砂岩。908も扁平なタ

イプで表裏 2面を砥面として使用している。半分は欠損しており、先端部には敲打痕が見られる。残存

長 6.lcln、 幅 8.Ocm、 厚さ 2.8crn、 重さ 182g、 糸田粒砂岩。,00は断面三角形の柱状のもので、3面とも
に使用している。両端部には敲打痕が見られ、敲石としても使用している。一部には黒いスス状のもの

が付着している。長さ 19.7cm、 幅 6.3cm、 厚さ 5.2cm、 重さ 860g、 糸田粒砂岩。0鵞 0は平面形が楕円形
の扁平な形状で、表裏面の 2面を砥面として使用している。また、両端部の側面に敲打痕があり、敲石
としても使用している。長さ 8.8crn、 幅 5。 3cm、 厚さ 2.5cm、 重さ 171g、 細粒砂岩。,1理 は断面が丸み

を帯びた長方形で、両端部が欠損している。主に表面が砥面として使用されているが、側面も平滑であ

る。残存長 13.2cm、 幅 5.8cm、 厚さ 1.8cm、 重さ 230g、 黒色頁岩。,12も板状のもので片端部が欠損

している。主に表裏 2面を砥面として使用しているが側面も平滑である。残存長 9.4crn、 幅 6.lcm、 厚
さ 1.7crn、 重さ 190g、 糸田粒砂岩。つ10は断面がほぼ四角形で 4面ともに砥面として使用している。残

存長 8。 6cm、 幅 8.5crn、 厚さ 4.4crn、 重さ 600g、 細粒砂岩。91蝶 も断面四角形で 3面を砥面としてい

る。被熱のため赤みを帯びている。残存長 9.8cm、 幅 9.Ocm、 厚さ 3.6cm、 重さ 490g、 糸闘粒砂岩。9環 5

は角柱状の大き目の砥石で、片端部が欠損している。主要な砥面は 1面で使用により窪んでいるが、他

の 3面も平滑で砥面として使用している。長さ 21.3cm、 幅 8.9crn、 厚さ 5。 6crn、 重さ 1,960g、 細粒砂岩。
9Ⅷ幌は断面が不定形であるが、砥面として平坦部を 5面使用している。残存長 9。 2cm、 幅 8.3cm、 厚さ
6.3cm、重さ 680g、 細粒砂岩。9¶アは先端部の破片で、表裏 2面を使用している。残存長 9.3cm、幅 9.3cm、

厚さ 4.6cm、 重さ 540g、 糸田粒砂岩。9Ⅷ Oも断面が不定形の角柱状で、砥面は 7面である。被熱のため

赤みを帯びている。残存長 8.Ocm、 幅 10.9cm、 厚さ 4.8crn、 重さ 580g、 細粒砂岩。9弩つは厚手の破片で、

主に表面を使用しているが裏面も平滑である。残存長 9.5cm、 幅 11.5cm、 厚さ 6.3cm、 重さ 925g、 細

粒砂岩。9馘③は表裏 2面を砥面としている。長さ 6.7cm、 幅 5.3cm、 厚さ 0.9cm、 重さ 55g、 糸田粒砂岩。
p"は表裏面の一部を使用している。一部にスス状の物質が付着している。長さ 7.8crn、 幅 5.6cm、 厚
さ 2.4cm、 重さ 133g、 細粒砂岩。,ななは表面 1面を砥面として使用している。長さ 5.8cm、 幅 4.Ocm、

厚さ 1.2cm、 重さ 32g、 糸田粒砂岩。9馘0は表裏 2面が使用のため窪んでいるほか側面の一部にも使用痕
が見られる。長さ 8.Ocm、 幅 6.lcm、 厚さ 1.4cm、 重さ 82g、 灰色頁岩。9跛蝶は表裏 2面が砥面である。
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長さ 6.8cm、 幅 6.3cm、 厚さ 2.Ocm、 重さ 105g、 中粒砂岩。9量Sは表面を砥面として使用している。長

さ 7.8cm、 幅 4.9cm、 厚さ 1.5cm、 重さ 43g、 黒色買岩。
'な

0は小型で表面のみ使用している。一部に

鉄分が付着している。長さ 3.9cm、 幅 3.lcm、 厚さ 0.9cm、 重さ 12g、 糸田粒砂岩。

(7)石IIII(図 128)

'な

アは石皿片と思われ、側面が調整加工され底面も平滑に研磨されている。残存長 14.3crn、 幅 7.lcm、

厚さ 7.7cm、 重さ 950g、 細粒砂岩。928は被熱して赤みを帯びている。外面も研磨され平滑である。

残存長 15,7cm、 幅 8,7cm、 厚さ 8.6cm、 重さ 1,500g、 糸田粒砂岩。,②つはほぼ半分が欠損した石皿であ

る。外縁から内面へ緩やかに弧状に傾斜し、中心部は平坦である。外面も底面 0側面ともに整形のた

めに研磨されている。残存長 17.8cm、 幅 18.9cm、 厚さ 9.5cm、 重さ 2,140g、 両輝石安山岩 a。

(8)磨石 。敲石 (図 129)

'30は
平面形が卵形の形状をしている。表裏面ともに研磨され、側面部位のほとんどに殴打痕が見

られる。長さ 7.9cm、 幅 5。 6cm、 厚さ 3.3cm、 重さ 198g、 中粒砂岩。,91は扁平な小型のものであ

る。表裏面ともに研磨され、側面の大部分に殴打痕が残る。長さ 6.8cm、 幅 5.8crlll、 厚さ 2.3cm、 重

さ 139g、 中粒砂岩。002は側面の一部に敲打痕が見られる。長さ 9。6cm、 幅 7.9cm、 厚さ 3.6cm、

重さ 340g、 細粒砂岩。983は多子L質の石材で、側面全体に敲打痕が見られる。長さ 13.2cm、 幅 9.3cm、

厚さ 6.2crrl、 重さ 830g、 両輝石安山岩 b(霧島新期熔岩類)。
'3礫

は側縁の一部と表裏面の中央に敲

打痕が見られる。多子L質の石材である。長さ 13.6cm、 幅 10.3cm、 厚さ 8。 3cm、 重さ 1,370g、 両輝

石安山岩 b(霧島新期熔岩類)。 986は倶J面のほぼ全体と表面の中央部に敲打痕が見られる。一部被
熱して赤みを帯びている。長 11.6cm、 幅 9.Ocm、 厚さ 6.6crn、 重さ 940g、 中粒砂岩。,36～ 989

はほぼ半裁したもので、いずれもほぼ全体が研磨された磨石である。
'86は
倶J面のほぼ全体を敲石

として使用している。長さ 6.Ocm、 幅 10.Ocm、 厚さ 4.6cm、 重さ 330g、 細粒砂岩。037は側面と

先端部に敲打痕が見られる。残存長は 7.6cm、 幅 9.8cm、 厚さ 4.7crll、 重さ 340g、 両輝石安山岩 b

(霧島新期熔岩類)。 038も 同様に側面全体に敲打痕が残る。長さ 5.5cm、 幅 10.l crn、 厚さ 3.7cm、

重さ 250g、 中粒砂岩。989は側面の先端部を敲石として使用している。長さ 6.lcm、 幅 10.7cm、

厚さ 6.6cm、 重さ 600g、 細粒砂岩。
'蝶

0特 94澱 は小型で球状のもので、ほぼ全面が平滑に研磨さ

れ、一部に敲打痕が見られる。投弾の可能性もある。0蝶0は長さ 5.5cm、 幅 5.Ocrn、 厚さ 4.2cm、 重

さ 120g、 両輝石安山岩 a。 9咽 は長さ 5.5cm、 幅 5。 Ocm、 厚さ 4.2cm、 重さ 84g、 両輝石安山岩 a。

04駿 は長さ 4.8cm、 幅 3.9cm、 厚さ 3.6cm、 重さ 141g、 両輝石安山岩 ao o43と ,4雄 は小型で棒状

の磨石・敲石である。②蝶Sは断面が楕円形で、全体が平滑に研磨されている。被熱のためやや赤みを

帯びており、先端にはタール状の黒い物質が付着している。残存長 6.3cm、 幅 4.Ocm、 厚さ 3.Ocm、

重さ 102g、 細粒砂岩。9黎 は両端部が欠損した棒状のもので、ほぼ平坦な 2面が平滑に研磨され

ている。また平坦面の 2箇所に敲打痕があり、敲石として使用している。残存長 7.3cm、 幅 3,9cm、

厚さ 3.lcm、 重さ 186g、 細粒砂岩。

(9)軽石爆工品 (図 130)
軽石加工品は、5点出土している。ttSはやや扁平で平面形は楕円形である。一部欠損しているが、全

体が研磨されており平面図の中央上位に穿孔がある。穿孔は片面倶Jからのみのものとみられ、欠落は穿孔

時に生じた可育貯性もある。残存長 7.9crn、 幅 6.4cln、 厚さ 3.6crn、 重さ 58g。 9趙 も欠損部の見られる扁

平な製品で、表裏面、側面ともに研磨され整形されている。一部には被熱により赤褐色、黒色に変色した

部分が見られる。表面の中央部に幅 1.2～ 1.5cm深さ 0。 lcmの浅い U字条の溝状の窪みがあり、先端の

丸いものを砥ぐのに使用したものか。残存長 9.3cm、 幅 5.7cm、 厚さ 2。 lcrn、 重さ 360g。 黎アとり儘 は

平面形が円形で扁平なもので似た形状である。表裏面、側面ともに研磨され整形されている。9轟アは長さ

5。7cm、 幅 5.5cm、 厚さ 3.4cm、 重さ 38g。 9趙 は長さ 5,7cm、 幅 5.5crn、 厚さ 3.lcrn、 重さ 34g。 9聾りは

平面形が楕円形で、厚みの薄いものである。長さ 7.4cln、 幅 5.5crn、 厚さ 1.lcrn、 重さ 26g。
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(10)その他の石製品 (管玉など)。 土製品 (図 130)

950は管玉で表面、両端ともに平滑に研磨されている。長さ 2.5crn、 直径 0.7cm、 内径は 0.3cm、

重さ 2.Og、 蛇紋岩か。951は土製品で、平面形は円形で中央部にやや厚みがある。砂粒も見られず、

精製された粘土を用い、裏両面、側面ともに指頭によって丁寧に整形し焼成した製品である。表裏両

面の大部分が赤褐色で、一部にスス状の物質が付着している。また、裏面には焼成中に生じたと思わ

れる剥落がみられる。長さ 7.lcm、 幅 7.2cm、 厚さ 2.6cm、 重さ 123g。

m。。B98、 3っ轟、9③ O、 90m、 9os、 9弩うの遺物については、包含層上位の中世の遺構の調査の中で、ピッ

ト、土坑、溝状遺構、掘立柱建物の柱穴から出土したものである。       (文 責 :寺師雄正)

護参考文献磯

1996年 町田勝貝ピ「石器の研究法―報告文作成に伴う観察 0記録法①一」(財)長野県埋蔵文化財センター研究論集 I

2002年 都城市教育委員会「横市遺跡群―江内谷遺跡 。坂元 B遺跡 。加治屋 B遺跡 (第 1次調査)一」 都城市文化財報告

書第 58集

2004年 田中英 m―l「石器実測法一情報を描く技術―」(株)雄山閣

I    N-2区  6層

く重曇EEEEEE力)    949

Q―

M-4区  5層

947

950

-197-



儡靡儡 徊憂聰鶉録囀軋蠅疵蜀巫鯰蜀賤鰤蠅

¶。縄文時代

縄文時代早期の文化層を把握した調査区域北東部は、遺跡の地形環境の項において述べたように、

低位段丘 1面 (調査区下段)と 同 2面 (調査区上段)の両方の地形面にまたがっている。調査区下
段の北東隅 (B-16区)に設けた深掘リトレンチの断面観察によると、低位段丘 1面は桜島薩摩テ
フラ (約 11000年前)降下直前まで河川の氾濫の影響を受けやすい場所であったと考えられ、同テ
フラ降下後に離水したと考えられる。一方、低位段丘 2面は桜島薩摩テフラの下位にローム層が堆

積し、さらにその下に段丘礫層が堆積していた。ちなみに低位段丘 1面よりもさらに一段低い面で

ある沖積段丘 2面は、調査区域北方に設けた北トレンチにおいて、霧島御池軽石 (約 4200年前)よ
りも下位に堆積する鬼界アカホヤ火山灰 (約 6300年前)が、侵食を受けたとみられる段丘巌を確認
し、鬼界アカホヤ火山灰直下にシルト質の洪水堆積物を確認している。

縄文時代早期の集石遺構 0土坑などの遺構は、比較的早い段ll・mLで離水した低位段丘 2面 (調査区上段)
に営まれていたが、縄文時代早期の土器や石器及び焼礫は上段と下段の両方の平坦面から出土した。

縄文時代早期の土器の中で、最もまとまって出土したのは 3類 とした「辻タイプ」と呼ばれている

土器群と4類とした桑ノ丸式土器に類似する土器群であり、押型文土器 (6類)と縄文施文土器 (7

類)がこの 2者に次いでいる。3類と4類はいわゆる南九州貝殻文円筒形止器群の後半期に位置付
けられるものであり、縄文時代早期前葉の所産と考えられる 1類とした前平 0吉田式系土器や 2類

としたllJ府原式上器と思われる土器群より新しく位置付けられる。調査面積が限られていることもあ

り、今回のデータだけからは断定的なことはいえないが、これらの縄文時代早期中葉に位置付けられ

る土器群の分布状況に関して注目すべき所見が得られたので紹介しておく。辻タイプ (3類)は調査
区上段から出土し、桑ノ丸式類似土器 (4類)の分布範囲の西側に重なっている。桑ノ丸式類似土器
(4類)は大半が調査区上段からlPI土 し、おそらくそこから下方へ落下したと思われる 2点の破片が
調査区下段の西側から出土した。一方、押型文土器は、6b類とした横方向施文の端整な楕円押型文
土器の平底破片 1点のみが上段から出土したが、それ以外の 6a類とした不規則走行施文の数珠状
楕円押型文土器は下段の東側からまとまって出土した。6a類の胎土は辻タイプ (3類)や桑ノ丸式
上器類似土器 (4類)と同じようにいわゆるキンウンモを含んでいるものの、肉眼観察では、その他
の鉱物の含み具合に違いが認められる。外面に施された楕円文は斜めや縦方向の不規則なもので、楕

円文はいわゆる数珠状に連なっている部分もある。器内面にはケズリによる調整痕が観察される。こ

のような器面調整技法は貝殻文円筒形土器の最終形態である桑ノ丸式土器の器内面のミガキ調整前に

施された 1次調整技法に類似している。このタイプの押型文土器は比較的多くの破片が出上してい

るものの、口縁部や底部といった型式同定や時期判別の決め手となる特徴をもった破片は出土してお

らず、全形を復元することはできない。6a類は当地域において貝殻文円筒形土器の製作技法にのっ
とって在地化した押型文土器の可能性がある。調査区上段から出土した辻タイプ (3類)と桑ノ丸式
類似土器 (4類)は、日縁部に貝殻腹縁部による刺突文の文様帯を有しているという文様構成の点に
おいて類似している。また、辻タイプ (3類)と桑ノ丸式類似土器 (4類)と端整な楕円押型文土器
(6b類 )、 縄文施文土器 (7類)の多くは、胎土の共通性と出土分布の重なり具合から、時間的に近
い関係にあると推定される。これらと調査区下段から出土した数珠状楕門押型文土器 (6a類)と は
時期差が想定され、6a類は、おそらく3類や 4類よりも新しく位置付けられる可能性がある。
霧島御池軽石 (8層 )上位の黒色土 (6b～ 7層)か らは、比較的低い密度ではあるが、縄文時
代後～晩期の遺物が出上した。また、調査区域のほぼ中央部では、きわめて浅い竪穴状遺構を 2基

(」SCⅧ 0 4)検 出した。そのうちの 1基 (』肋尚 )の埋土中から後期後葉に属する土器が出土し、周辺
からは同時期の土器片とともに両輝石安山岩 aの剥片石器 (打製石斧 ?)も見つかった。これらの遺
構はピットを伴っていないため、明確な竪穴住居跡と断定することはできなかったが、当該地におけ

る何らかの営みを示すものと思われる。
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2。 弥数時代～書墳時代初贖

(1)土器について
加治屋 B遺跡からは弥生時代に該当する住居跡が合計 45軒検出され、多量の弥生土器が検出され

た。大半は中期～後期該当の資料群であり、とりわけ中期土器が大きなウェィトを占めている。従来

に見られなかった知見も得られており、ここで簡単ではあるがまとめておきたい。

弥筐輻代鸞%の量鏃
弥生時代前期の土器は甕 。壷が検出されている。壼 (660)は ヘラ描き沈線、貝殻復縁刺突による

重弧文が施文される。貝殻復縁で重弧文を施文するタイプは高橋貝塚、鹿児島大学構内遺跡、中町馬

場遺跡等の鹿児島県西部において散見されるが、宮崎県内では初出かと思われる。甕は刻目突帯文を

付すものが多く、胴部にも突帯、半円状突帯をもつものが見られる。またほとんどの甕が調整にミガ

キを施しているのも特徴である。これらの土器群は板付Ⅱ式併行でおさまるものであろう。同時期と

思われる資料は、加治屋 B遺跡より南西へ 200～ 300m離れた坂元A遺跡や坂元 B遺跡 (乗畑 (編 )
2006)でも検出されている。

弥伶輻代中%の眩雉
住居跡出土資料のうち大半は中期に該当するものである。甕の形態を見れば、中園編年の入来Ⅱ式～

山ノロ正式に該当する資料が多く見られる。また日向地方の在地甕である中溝式甕も検出されている
鮭D。

中期の土器群は大きく2時期に分けることができる。一つは入来Ⅱ式を主体としたもの、もう一

つは中溝式、山ノEII Ⅱ式を主体としたものである。現行編年に対照させたならば、前者を中期前半、

後者を中期後半として時間幅を与える事ができよう。

入来Ⅱ式自体は宮崎平野部まで存在する広範な土器様式 (中園 1997)と して知られており、本遺

跡では甕が多く検lTlさ れた。壺の検出は少なく、住居跡検出のものはYSASのみで、包含層からは少

量検出された程度である。その他の器種は検出されていない。

YSA¶ 6では入来Ⅱ式とともに絡縄突帯をもつ粗製甕 (257)が共伴している。このタイプは加久藤

盆地や小林地域などでよく見られるもので、今回入来Ⅱ式甕との共伴が確認できたことは、この時間

的位置について一つの定点を得たことになる。また、同じ都城盆地にある大岩田村ノ前遺跡 (重永 (編 )

1991)では竪穴状遺構内で黒髪式甕と共伴している。実際、えびのや小林地域においては包含層中

で入来式系土器、黒髪式系土器と共伴する傾向が多い (東 1998)。 また、後の時期には系譜を追え

る資料も見当たらない為、これ以降は断絶する可能性が考えられる。

同じ都城盆地内で上記の段階と同時期と思われる遺跡としては高田遺跡 (米澤 2005)、 大岩田村

ノ前遺跡等が挙げられる。

中溝式、山ノロⅡ式甕は YuÅ¶⑬、ysAttu、 YsAttS、 YttAnS等で検出されている。両者の同時性はすで

に指摘、認識されているとおりで、北部九州系土器や瀬戸内系土器との共伴関係から弥生中期後半～後

期初頭の時期幅に位置づけられる (中園 199301997)。 また、これらの甕と多く共伴しているのが無

文甕であり、住居跡、包含層から多数検出されている
鮭わ
。この時期の甕には少なくとも中溝式、山ノ

ロⅡ式、無文の 3者が同時に使用されていたようである。この無文甕の口縁部形態にはヴアリエーショ

ンが認められ、口唇をヨコナデするもの、丸く収めるもの、やや跳ね上げぎみに仕上げるもの等がある。

中溝式甕の中にも口縁部形態に山ノロⅡ式のような貼付のもの (な0り、媚07)も認められ、折衷タ

イプとして認識できる。類似資料は大浦遺跡 (米澤 1997)に もあり、両者が混交する当地域の特徴

を表しているといえる。各住居跡出土甕の割合を見てみると中溝式甕、無文甕がほぼ同程度の割合で

出土し、山ノロⅡ式甕はやや客体的な在り方を示している。土器胎土も褐色系に発色し、キンウンモ

を含有するものが多く、大隈半島における該期の土器の特徴をもつ。

甕、壺以外には器種が乏しく、わずかに小形の鉢 (N3)、 高外 (CBO)が見られる程度である。

上記以外にも興味深いのは、中溝式甕の出土している住居のうち、YuAtt oにおいて、中九州地方 (熊

本県)の黒髪式系甕と共伴していることである。両者の併行関係を探る上で貴重な事例として評価で
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きる。ちなみに都城盆地では他の弥生中期遺跡においても黒髪式もしくはその系統と考えられる土器

が散見され、客体的な在り方ではあるものの、一定量存在している。

YSA弩 駿からは瀬戸内系の壷 (選鶴3)と中溝式甕の共伴が認められた。本資料には明瞭な凹線は施文

されず、器形も瀬戸内地方のものとは異なる部分が目立つ。胎土も在地系であり、この資料は在地製

作の可能性が高い。他に、YSA麟 3からは矢羽根文様をもつ甕 (378)、 包含層からはⅣ様式と思われ

る矢11根透かし高不片 (381)が検出されている。

上記の時期は総じて中溝式甕 。無文甕が多くのウェイトを占めるが、山ノロⅡ式甕も一定量存在す

る。また、少量ではあるが黒髪式、下城式、須玖Ⅱ式も見られた。系統を異にする甕が量の多寡はあ

るものの共存していたことが本遺跡資料からは理解でき、この期の都城盆地における実態であるとい

えよう。ちなみに都城盆地における同時期遺跡としては、池ノ友遺跡 (来畑 2000)、 向原第 1遺跡 (乗

火田1990)、 本池遺跡 (東 1996)、 等がある。

弥鰹時代後期後挙鶴箇贖時代初頭の曲炸

包含層からは後期前葉～中葉段階の資料も混在しながら検出されているが、住居跡出土資料 (YSAu、

遊4、 25、 38、 41、 環4)は弥生時代終末～古墳時代初頭の時間幅に収めることができる。甕以外には壼、

高郎、小型高不、鉢、手づくね土器等が検出されている。YSA32で検出された小型壼 (388)|ま胴部

に線亥Jが施される。このような壺への線刻は後期後半段階に盛行するもので、上述の資料群よりも古

い段階として捉えておきたい。

59環、603のようなタタキを施す甕や 781、 ア87のように頸部に亥J国突帯が巡る個体は同じ都城盆

地内では向原第 2遺跡 (乗畑 1990)、 牟田ノ上遺跡 (乗畑 1991)等で検出されており、同時期と思

われる。全体の土器相も本遺跡資料と似通っている。注目されるのは、ア87のような甕で、胴部外面

の調整が一見タタキを施しているように見える。しかし、詳細に観察すると沈線状の上具痕になって

いる。原体は不明だがハケ様の施し方でタタキlnlに仕上げている。

向原第 2遺跡等で検出されている小型精製器種のうち直口壷は本遺跡からは検出されていない。

甕へのタタキ導入と小型精製器種の成立に時期差を認めるならば、本遺跡資料は向原第 2遺跡資料

よりも古い段階の可能性も考えられる。 (文責 :加覧淳一)

(2)集落変遷について
前項で述べたように、今回の調査で得られた遺構内出上の弥生土器は、大きく2つの時期に分けること

ができた。一つが弥生時代中期であり、もう一つが弥生時代後期後半～古墳時代初頭の時期である。さらに、

弥生時代中期は、中期前半 (入来Ⅱ式併行期)と中期後半 (中溝式期もしくは山ノ田正式併行期)に細分

できる。ただし、包含層出土の土器を見ると、弥生時代前期 (板付Ⅱ式併行期)の資料も散見されている。

明確な遺構は検lL「.されなかったが、この付近に当該期にさかのぼる集落跡があった可育旨性もある。横市川

の対岸にある肱穴遺跡で確認された弥生時代前期の住居跡はピットが環状に配置されるものであり、堅穴

状の落ち込みは確認されていない。このような事例を考慮すると、中世の掘立柱建物跡をはじめとする後

世の遺構が著しく重なり合っている加治屋 B遺跡では、その痕跡が後の撹乱で失われた可育旨性もある。

弥生時代中期の遺構は、調査区域の北西部を中心として検出された。この地点は、霧島御池軽石 (8

層)上位に堆積する 7層上面の等高線で判断すると、南側背後の低位段丘 3面からしだいに下がっ
てきた地形がいったん緩やかになり、比較的平坦な場所となっている。ここからさらに北へは急傾斜

して、低位段丘 1面へ下がっている。出土遺物がないものもあるため、すべての遺構の時期を明確

にすることはできなかったが、竪穴住居跡をはじめとする遺構の床面やピット内出土土器を参考にし

て、各遺構の時期を判断し、遺構群の変遷を示したのが図 131である。

中期前半の遺構の中で、まず目を引くのは、床面積が約 20」程度の大きめの堅穴住居跡であるy$鰈馘傷

聾3とやや「瀬 模の饂財  (床面積約 6.6ぶ)という、合わせて 3軒の住居跡の整然とした配置状況である。

屋内施設を見ると、いずれも住居壁際の南側中央に土坑があり、堅穴住居跡の東辺と西辺の中心に主柱穴

があるという共通した構造をもっている (棟軸方向は異なるが、膨鰤励 ]躙鰯0も同じ構造である。)。 主柱
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穴によって復元される棟軸方向もほぼ同じである (N-82°～ 74°一D。 なお、Ⅵ趙餃 。導Sは主柱穴内に

甕形土器を埋納するという、住居の廃絶に際し共通した行為が認められる。このような東西方向の棟軸を

もつ整然としたヽ鸞 、個、い を除くと、さらに注目すべき配置状況が見えてくる。すなわち、床面積

10ぶ未満 (3～ 9」)の小規模住居跡が、北ブロックでは、西からヽA壻 3、

「

鰺、冬Alという具合に並

び、南ブロックでは、西からヽA36、

「

A駿③、鶴 22、 隠 3ア という具合に並んでいる。これらの住居跡

は 10m程度の間隔で配置され、2つの住居ラインに囲まれた空間の中央に床面積約 25だの藩A30や 10

」を超えるとみられるヽ顧 6、 Ⅵ張麟0などがひとつのまとまりを形成しているのである。

続く、中期後半の集落跡は、出土土器から判断すると、中期前半の集落跡とは若干の断絶があるものと

考えられ、そのタイムラグが遺構のW●L置状況の違いに表れていると推察される。中期後半は、床面積 15

151.5m

152m

※出土遺物等によって確実に時期を決定できたものは黒塗

りにし、不確実なものは白ヌキにした。

※数字は竪穴住居跡(YSA)の番号を示す。

弥生時代中期前半は比較的整然とした遺構の配置状況

がうかがえるが、同時代中期後半になると、大きめの

竪穴住居跡が時間的 0空間的に近接した状態で営まれ

ている。

弥生時代後期～古墳時代初頭の遺構は、散在した分布

状況を示しながらもおおむね 3ケ所のまとまりがうか

がえる。

図131 弥盤時代～書墳時代初頭の遺構変遷

浄iTl「爾
雌は
243を

5

41ヘ

」M8鼈 9

弥生時代中期前半 弥生時代申期後半

弥笙時代後期後半～書墳時代初頭
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～ 30」の比較的大きめの堅穴住居跡が時間的 0空間的に近接した状態で営まれており、おおむね同じ場

所でfHI国 も堅穴住居が構築され続けたという状況をうかがうことができる。また、同時期と断定すること

はできないが、竪穴住居跡群から少し離れた位置に掘立柱建物跡 ∝陥つ が構築されたものと考えられる。

以上のような中期の集落跡の様相は、間仕切り上壁がほぼ等間隔で住居の壁面から延びて、整った円形

プランを里する花弁状住居跡がないこと、周溝状遺構が検出されなかったことなど、同じ横市川流域の平

田遺跡で把握されるような、都城盆地において認められる一般的な中期の集落跡とは様相が異なっている。

後期後半から古墳時代初頭の遺構群は、中期の遺構群と比較すると、堅穴住居跡が散在しており閑散

とした印象を受ける。住居跡は次のようにおおむね 3ケ所のまとまりが看取される。北側グループがい

わゆる花弁状住居であるY5Å21と Y5Å瞑、そして、YSAu嬌、YsAな であり、西側グループがヽA32、 東

側グループが YSA38、 YS盛又理である。YSA38と Y艤Å纏1は床面付近から赤色顔料塊が出土している。南

ブロックの中央部はほとんど遺構を確認することはできなかったが、完形に近い比較的大きな甕や壼な

どの土器片が出上した。また、Q-12区 5層からは管玉が出上しており、掘り込み等は検出できなかっ
たが、なんらかの特殊な遺構に伴っていた可育旨性がある。実際、検出面からの深さが非常に浅い土坑で

あるYSC霧 3には手づくね土器が埋納されていた。さらに、YSA理 の東側には小規模な土坑群がまとまっ

て検出された。その中の一つであるYSC2念 は土坑上面から土製品が出土していることから、これらの土

坑群は日常的な生活空間における遺構とは異なる特殊な性格が想定される。 (文責 :乗畑光博)

艇ヤ雪:翻

1.入来Ⅱ式～山之口Ⅱ式、中溝式の時間情報については中園聡氏 (1997)や乗畑光博 (2000)らによってまとめられており、

筆者も両者の時間認識のもとに稿を進めていることを断っておく。

2.乗畑光博により、中溝式甕と多く共伴する傾向が指摘され、注意が喚起されている (乗畑 2000)。
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写真 1 遺跡遠景

遺跡遠景 (北側上空から)

遺跡遠景 (南側上空から)
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写真2 遺跡土層

調査区北東部鬼界アカホヤ火山灰下土層 調査区北東部土層

調査区Jヒ東部鬼界アカホヤ火山灰下土層 調査区北東部鬼界アカホヤ火山灰下土層

調査区北東部深掘 トレンチ土層 調査区北東部深掘 トレンチ内桜島薩摩テフラ

縄文時代早期面調査風景

-204-



E-15区 16層上面遺物出土状況
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写真 5 縄文時代旱閻遺櫨
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写真6 縄文時代早期遺構
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集石遺構 (JSSア )掘 り込み
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写真8 縄文時代早期遺構
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写真11 縄文時代後・晩期遺構

調査区北東部霧島御池軽石上位の土層堆積状況
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写真lZ 弥生時代の調萱
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写真13 弥生時代の調査

第 1次調査弥生時代遺構群 (真上から)

第 2次調査弥生時代遺構群 (真上から)
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